
 

※令和３年度以前入学生用 

学校番号 ２２０１ 

令和５年度 芸術科 

 

教科 芸術 科目 音楽Ⅰ 単位数 ２ 年次 ２～４ 

使用教科書 高校生の音楽Ⅰ（教芸） 

副教材等 なし 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・「歌唱」「器楽」「楽典」「鑑賞」の４つの分野を年間通して学習します。 

・のびのびとした美しい声での歌唱、ギターやリコーダなどの新しい楽器の基礎技術の取得をめ

ざし、アンサンブル等の課題へ積極的に取り組み、音楽を楽しむことをめざします。 

・学習の到達度は、実技テスト、筆記テスト、ワークシートの提出、出席等の平常点などの総合

的な観点から評価します。 

・音楽が、学校で学ぶだけのものではなく将来の学生たちの心の支えとなり、生きていく力とな

ることを願っています。 

 

２ 学習の到達目標 

のびのびとした美しい声での歌唱、ギターや新しい楽器の基礎技術の取得を目指し、合唱・アン

サンブル等の課題へ積極的に取り組む姿勢を養う。音楽の幅広い活動を通して、基本的な音楽の

技術を習得し、創造的な表現と鑑賞の能力を身につける。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 

a:音楽への関心・意

欲・態度 

b:音楽表現の創意工

夫 
c:音楽表現の技能 d:鑑賞の能力 

観
点
の
趣
旨 

音楽や音楽文化に関

心をもち、歌唱、器

楽、創作、鑑賞の学習

に主体的に取り組も

うとする。 

歌唱、器楽、アンサン

ブル等の音楽表現を

それぞれ工夫し、ど

のように歌うか、演

奏するか、音楽をつ

くるかについての表

現意図をもってい

る。 

意工夫を生かした音

楽表現をするために

求められる歌唱、器

楽、アンサンブルの

技能を身に付け、創

造的に表現してい

る。 

音楽を形成してい

る要素や楽典の基

礎知識を理解する

とともに、西洋音楽

の起源から現代音

楽に至る幅広い音

楽的背景を理解し

ている。 

評
価
方
法 

観察 

ワークシート 

演奏 

観察 

発表 

 

観察 

発表 

実技試験 

観察 

ワークシート 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 



 

※令和３年度以前入学生用 

４ 学習の活動 

学 

期 

 単
元
名 

学習内容 

主な評価

の観点 単元（題材）の評価規準 
評価

方法 
月 a b c d 

前
期 

４ 
 

５ 

音
楽
の
基
礎
と
し
て
の

楽
典
を
学
ぶ
。 

音楽の基本となる音符の読み方（ト音記

号及びヘ音記号）をすべての生徒が素

早く読めるように学習し、楽譜に対する

恐怖心を無くす。合わせて 16 分音符ま

での音の長さを正確に理解し、拍子の

感覚を身に着ける。 

〇 〇  〇 a: 音楽のもつ様々要素を心身ともに感じ取れるよう

に主体的に取り組もうとしている。 

b: 音楽を形づくっている要素を知覚し、それらの働き

が生み出す特質を感じ、音楽的な構造の美しさや、和声

感を感じることができる。 

d: 基本的な楽典の知識を理解し読譜能力を有する。 

観察 

ワーク

シート 

 

６ 
 

７ 

歌
唱
を
通
し
て
発
声
を
学
び
、

合
唱
の
楽
し
さ
を
感
じ
る
。 

【歌唱】 

日本歌曲・日本の合唱曲から数曲選択

してその歌詞とともに発声を学習する。 

 【合唱】 

「翼をください」「春に」等メロディーが複

雑でなくなじみのあるものから選択して

三声もしくは４声の混声合唱を行う。 

○ ○ ○  a: 歌う喜びを味わい、イメージをもってのびのびとし

た歌唱法で歌う学習に主体的に取り組もうとしてい

る。 

b: 音楽を形づくっている要素を知覚し、それらの働き

が生み出す雰囲気や特質を感受しながら、歌詞の内容

と関わらせてどのように歌うかを工夫している。歌詞

を大切にし、その意図を感じ取っている。 

c: 表現したいことを伝えるための歌唱の技能を身に

付けている。 

 

観察 

 

演奏 

の 

聴取 

 

８ 
 

 
 

９ 

ギ
タ
ー
の
コ
ー
ド
奏
を

身
に
つ
け
よ
う
。 

【器楽】 

クラシ ックギ ターの基本的な奏法を学

ぶ。多用されるコードを瞬時に抑えられ

るように訓練し、tab 譜の基本的な読み

方も学習する。 

○ ○ ○ ○ a: ギターの基礎的な奏法の特徴に関心をもち、主体的

に取り組もうとしている。 

b: 旋律とギターの奏法が伴って曲の雰囲気などを感

受しながら、表現を工夫している。 

c: ギターの基礎的な演奏技能を身に付け、創造的に表

現しようとしている。 

d:コード奏の論理や tab譜の読み方を理解している。 

観察 

 

演奏 

の 

聴取 

後
期 

１０ 

 

 

 

 

音
楽
歴
史
に
沿
っ
て
鑑

賞
し
よ
う
。 

【鑑賞】 

グレゴ リオ聖歌 

交響曲第９番（ベートーヴェ 

ン） 

ボレロ(ラヴェル) 

Let it be(ビートルズ) 

など 

○   ○ a: それぞれの曲が作られた国や郷土、時代背景に関心

をもち、に主体的に鑑賞に取り組もうとしている。 

d: 音楽を形づくっている要素を個別具体的に学習し、

曲の構成や形式、それぞれの時代背景を理解している。 

観察 

ワーク

シート 

 １１ 

 

 

 

 

 

 

音
楽
理
論
を
学
ぼ

う
。 

【楽典】 

音程・調性(長調・単調・無調 

)基本的な音楽用語の学習を通して楽

譜をより深く読み、音楽をよりよく理解す

る。 

○ ○  ○ a: 音楽に欠かすことのできない音楽の基礎的知識を

深める学習に主体的に取り組もうとする。 

b: 異なる調整・リズム等を知覚し、それらの働きをよ

く感じ取れている。 

D：調を構成するルールや音楽用語をを正しく理解しそ

れらが表す意味を知っている。 

観察 

 

ワーク

シート 
 １２ 

 

１ 

 

２ 

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
に
取
り

組
も
う
。 

【器楽】 

これまで取り組んできた器楽を用いて器

楽アンサンブルを行う。 

○ ○ ○  a: 器楽アンサンブルに関心をもち、その特性を生かし

て演奏する学習に主体的に取り組もうとしている。 

b:器楽同士の旋律と伴奏の関わり合いを感知し、他の

生徒との連携の中で自身の役割を感知しそのイメージ

を共有しようとしている。 

c: アンサンブルの美しさを表現するための基本的な

器楽の扱い方や技巧を習得している。 

観察 

 

演奏 

の 

聴取 

 

※ 表中の観点について a:音楽への関心・意欲・態度   b:音楽表現の創意工夫 

c:音楽表現の技能        d:鑑賞の能力 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）

の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付

けている。 


